
清水チュー太郎日記 ２ 

 昨日の入学式で全校生徒がそろった。やはり

学校は、生徒がいてこそ「学校」である。 
 ところで、生徒の清掃の様子と校歌を歌う姿

を見ると、だいたいその学校の生徒の傾向がわ

かると言われるが、清水中の生徒はまずは合格

点だと思った。満点ではないにしろ、自分で考

えて行動している生徒を数多く見かける。その

態度が全校に広がれば、まさに「日本一の清水

中」になることだろう･･･。中には、真剣な場

でニヤニヤして注意を受けていた生徒もいた

ようだけど、いろいろなことを経験しながら身

も心も成長していくのかな･･･？ 
 いよいよ、教科の授業も始まる。頑張っても

怠けても生涯の一日である。ならば、「今日も

学校にきた甲斐があったよ。」と言える一日に

したいものだなあ。校長室前の廊下に掲示して

ある言葉が身にしみる。「あなたが何となく生

きている今日は、誰かにとって、痛切に生きた

かった明日である。」感謝して生きなければ。
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青少年赤十字(JRC)の加盟校に！ 

 ８日（月）の平成２５年度前期始業式及び９日（火）の入学式の折にも紹介 

しましたが、今年度から清水中学校は、青少年赤十字（Junior Red Cross）に 

加盟登録し、これまで進めてきた「あいさつ日本一」、「心のやさしさ日本一」 

「環境整美日本一」への取組をさらに広げ、充実させていきたいと考えていま 

す。青少年赤十字の実践目標は「健康・安全」、「奉仕」、「国際理解・親善」で、 

態度目標が「気づき、考え、実行する」です。これは、学習指導要領がめざすものと共通するもの

であり、文部科学省も意義ある活動として位置づけています。青少年赤十字の活動には、義務的な

ものはなく、基本的にはボランティア・サービス（V・S）精神によるものです。 

 活動例として、朝の自主清掃、地域クリーン活動への参加、施設訪問、花いっぱい運動、空き缶

やゴミ拾いを取り入れた遠足、地域のお年寄りとの交流、夏休み中のリーダー養成研修会、救急法

等の勉強、交通安全教室、一円玉募金、海外たすけあい募金、海外赤十字との交流などがあります

が、これまで清水中学校で取り組んできた活動と重なるものが多いと思います。 

 今後は、青少年赤十字活動の一環として意識を高め、さらに活動を広げ充実させていく中で、心

やさしく実践的な生徒が数多く育っていくことを願っています。  

 

４月の主な行事予定 
        

８(月) 着任式・始業式 

９(火) 入学式、身体測定・脊柱検査（２・３年） 

10(水) 新入生 OT、実力テスト（２・３年） 

11(木) 身体測定（1年）、実力テスト（２・３年） 

12(金) 専門委員長任命式、人権学習会 

15(月) 授業参観（２・３年）、安全点検 

16(火) 専門委員会 

17(水) 内科検診、脊柱検査（２次） 

18(木) 生徒集会、避難訓練、ゆたか教室入級式 

19(金) 歓迎遠足（部活動紹介） 

22(月) 部活動発会式 

23(火) 歯科検診、育友会総会、読書週間～5/12 

24(水) 全国学力・学習状況調査（３年） 

    家庭訪問・三者面談① 

25(木) 県学力調査(３年)、家庭訪問・三者面談② 

26(金) 歯科検診、家庭訪問・三者面談③ 

30(月) 心電図検査、尿検査（２次） 

「すべての教室に新聞を」運動の継続実施 

 昨年度から、長崎県支部新聞公正取引協議会のご厚意（主催）により、「すべての教室に新聞を」

運動に参加させていただいています。毎日新聞、長崎新聞、西日本新聞、日本経済新聞、毎日新聞、

読売新聞（五十音順）を、毎朝各４部提供いただき、全学級で１～３社の新聞を読んでいます。 

 最近の映像文化の急速な発展やメディアの多様化により、若年層の活字離れが進んでいますが、

こうした取組をとおして、生徒たちが新聞に親しみ、日本や世界の社会・経済の動きを知り、考え

る力、語彙力、集中力、表現力等を高めていくことを期待しています。 

学校教育目標 

「明るく、自ら求めて伸びる生徒の育成」 

校訓 凛と在れ 


